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アセチレシの按鱗還元に{去るエチレンの合成〈第2報〉

セレシ被覆品ツケ}V鰭嫌に故る液報還元ιに裁て

、
〈紹手時二十匁苛月一民

/ 

管 孝男。伊主主部組

，も

1.籍

研究者等は第一報に於vて務米還元エζ ァケルの紫斑Irc陰元識の薄騒をi絡した鰐諜が電離水素分子

をその表蕗に安住せしめそのためアセチレシペの水素添加さととEヂレンιで止め得る宅誌を雌識し

時ふたところエグシの生成は竣窮の如く慰めて少い議克にアセチレンの重合反症も部分水素協加

に伴CA進行するととそ認めた.-

又セレンをと被覆したニエ yケ)J，.-鵠諜の反憾に霊せする檎健の影響さと親察した結薬磁譲土アスベスト

及び石皇室等の播醸のうち主主壌が議合反絡を最も持1Mし制i分zk議・器加率の他捨殺に比し顕著に良好

なる結果~輿ふる事も認めた.'

この事室をに艶し我々は水素添却並lrc重合波癒に{J，ミる反!産熱が被礎金嬰縄娘尚喜と局部的に熱し瀧
(*~本)

皮係教の大会い三重合反艇が遥かに議行ずべきととろをと熟体導の良好な石墨泳三禁止技牧ずる惑にそ女

!J設合反惑を抑制するものと解縛した.

然らばとの反艇を液拐で符へば如上の段熱作・用は;更に磁滑に進み欝謀の{陵畏分布は均一北せら

、れ縫ってアセチレンの重合反感は一躍;}JP1却をら-51等である:*識に於でほとの見解の下tc液耀

談化水棄を鏑媒の分散媒として用ひ液樹君と行った結果に就いて報告ずる.

2.言弐 料

鱗嫁:翻産化換の保授はE軍基佼素酸ニァゲヲレ~担集中で 500C(Jに識し鰻化物に欝じたものを 5g

とり異議容器*35000の漉変で水棄に依p還元し更にがj80ccN.T.Pのセレ γ化水素と

1800 () でi狩氏訟に伎lJ l交漉せしめセレy被覆~慈したものである.

水素:電線水素~ 3000Cに熱したる政金アスベスト念i遣し℃用ひた.

チレン:き定化石g;低水を投ぎき愛生せしめたるものを V~tnino Priip: Ohem IIに従ひ精製し

てfflr:，...7t. 

デトラジン:武区i製化犠局者とその犠用ひた.

れ〉一費電意書研究所寺寝袋繁18綴

ぐ柑〕 第一殺さ基j撚
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、アセチレンの接鑓還元tc:絞る品チレンの合成

被轄パラフィ γ:北i艇誼人議石油鶴 (2000，0""，，::25000)の器分をと滞v.丸

3. j零験義援霊2えct操作

議置の婆部3と第1簡に示ナ.

βr  

務1麗書道援の喜喜怒

反感務 R はパイレ yグス畿内考察 lLの三つIJフラスコである.プセチレγ及び71，く擦の所浪

合ガスを飽和食襲警水~充した容積 20L のガス混 21溜~瀦し膝化カルシウム及び五酸化燐の乾燥

塔を議し流融十F金麗コ yク M 議出口 G を総て鰭縫を分散せしめ艮つ護持棒おに伎b毎秒数

回轄の連皮で謹持されつつある液灘中に機械抱畿で噴出さ的，噴出口 G 主主主要5mm腕約

3m胞のグラスフィルタ山若し〈は稿布会枚により蔽はれて居占5.

生成ガスは三カコ yク Cさと懇でヌfス溜及び翼2芸換置に謹給1'.
<*) 

主主成ガスの分析は路空議及訊 HeおpeIij裂支fスピベァトI'Z:係長通営の如く行ふ.アセチレンの

吸酬としては育イ七仁織の苛性ソイ縦長ザレシ腕努!とし℃硝酸第ニ水錦繍欄

液を夫々使用した;

4.賛験結巣

1.ー綾的成果:繍媒の分散煤としてテトラ翌ン及び波鰭パラフィシをと用'[).て行った結果を築工

〈骨〉

ζ の方またに佼れl'ilま滋分穏によτコてカ，""，塁走窓会憾の室霊法測定潟家o…1.i蒸気騒音響2乏によ習その性質a:畿

jJgt芸家る.又アセチレ片足チレ Vエタシの重量も夫弁決定災策特tc:アセチレシの定量殺についてZとと類似

反懸念呈すると考へられる.グ品ノレア七チレシの飽き主ろみに翁ずるうれひはない

ぐり W. D. Tr容器dwell，，Tぬuber; 狂elv.Chim. A!ヒta.11 (1919) 61 .=:チレン尖存の湯合はエチレシ

さと可な E溶解ナ. 50 I習霊長滋に後れ 0.2∞ づ ~iì霊線的tc:幹事解ずる ζ とを認さきたため外鍍tc:俊事アセチ

レンの汲校霊童を主義荒ました.

(2) W.D. Treadwell， Trauber; Helv. Chim. -Acta. 11 (1919) 61 
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綴 祭

畿に示ナ.

集 1 若草 〈主専のー〉

分数媒 反燦。c滋廃 混合上主 言L語f紐主義 ;1~重量告示後百分軍事 1書事分71't霊祭

00 ()J日当日夜 収総務
OI王主主CHICH2=OIむICIl3 -CJ:Is~ 添加霊祭~ 

務 採

Ni.ぬSe
186 .1.5-2 0.5 O 98 2 58 

チトラ予ン
155 " 2 0.4

1 O 100 O 57 
No 1. 5g 130 " 2 0.5

1 。 98 2 自9
800 120 2 0.9~ O 95 む 77 

110 2 0.56 O 95 5 58 

〈主毛のニニ〉

分散準装 l5tR祭。。滋度 減LfI益b草
E定燦語守 爆後

添怒分主7審k溌理綬
00 

主主縮率
CHヲ五も~CH ~Hとは i干:r

号も % 予も

淡繰バラフイシ 150 1 46 7 48 

3ω 170 1 
， 

46・ 2 57 

餓
グ 議与 165 1 ぞ40 O 59 
Ni-S母

護主綾パラ 7イン
160 Z O.4S 425 O 665 75、

No 4. 5g 100 1 0.4S 船長2" O 665 75 

600 170 l 0.3望 60 3.9 838 44 

170 1 0.33 60 4.0 823 44 

175 I 60 2.7 s5 

露支滋パラアイン
160 1 60 3.6 80 

180 1 60 3.4 875 意。。
経180 I 60 17.0 ， 54 

侍援事Fせず

表の示ナ如〈液相蓬冗に依るエチレシの牧き撃はー毅的に気拐の謹Jeのに上おし極めて良静であ

る.

表〈共のー)tt:箆答方法によって生成ガスを分析した結果i:芝公したが未反醸のアセチレンは

拘れは鞍誤差範関内守認められす3非叢合鰭中 95%以上はエチレンである.実扮7.k.葉樹白書容

は詫合比:1/1.5-1/1の範題で 60-70%に慈し生成ガスヰ1=なチレンの純度は捜ね 60%であ

る.、

。表〈共のこ〉段分散撲として液樫バラヌィンを使ったものでるるがテトラヲジa;淘ひた主義合

tz:比して牧容はまミい.

反藤俊f宇に践して結果i:i謹驚ナると讃度。高い腹叉分数撲の最多い懇，エチレン牧草容は良妻子

であって表に主食されるtm<アセチレシ 42%をと含むガス友用ひた場合に生成ガスゆとたヂレンは
部%に撞し倉時.t-l.大紫、主張方自主容は 75%である.

叉アセチレン60%を合むjfスi:Jおひたる場合には未反感のアセヂレコ/:を生成えずスゃに護軍むる
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ア令チレンの綾鱒還免に絞るエデレンの合成

もエデレン純度は 87%に雄Tる叉讃搾しない時には米友擦のアセヂレンが議著に認められる.

3.簡媒の離久試験

品 〈業のー〉に用ひた鰻接の耐久試験を狩った結果を第会議に三氏ナ.
l()I)r. 叫仰帥昨咋-品問叩崎円一一時・←…仰向

もι
会

時間開岬伊酔a・

型書

1ョ

!LfwJ677-8バ j7FiJJT-7F
2重要繍燃の耐久蓄え襲撃 大O 線分求書祭添加率 ふO 券窓会般IF;J:，チレジ%

ム牧縮主将 小訂券窓会綾中エタン%
大出反騒がスヰ2アセチレン%。主主泌がス中zチレシ% 入

約金001 むi見合ガス~. 15 a鵠謹度 13000篠持 11の流速で謡catな1間生成メfスの分析，

数給率の測定をと行ったものであるが農に鳴か汝如く持命題鶴事誌の性部に襲警佑は諮られや部分水

素添加選挙は議ね 70%~と維持する.

8及び4日関の7](議義務埠下は噴出口のグラスフィルグ m 毅壌に閥るもおで撲患する気抱がliJ

Z主D大きい議合である.

叉S日図上Pグアコえフィルグ戸二簡主主主夕立に周ひたがそのために水都港の飛騒が認められる.ぉ

4.鱒媒の分析結果

欝鎮の分析は試料とその十数倍の青綾お塁とをと混合し氷雪震えfヌ衆消中に℃嬢識しセレン背佑

加Z震に建立鐙駿で分解してセレシを議離せしめその重議書と測定ずる方法違どとった.

支部時十KON.，;=:KCNS詰+Ni

KCNSe十五CI=KCl十HCN十se

〈務 2 者受〉

分 析 f!l{ 

59mg 

5mg 

0.079g 

0.078g 

0.039富

O.074g 

。必37g

0.062gも

セ実験主宰務

1 

2 

1 0.477g 

2 O.305g 

8 
NiSe 
0.316g 

4 O.352g 

5 0.141g 

6 O.320g 

立が 長匂
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鰯族

一方機嫌 No8につきメチレユ/プルーの吸着に故つ℃表溜穫を求めたところ 19rにつき凡そ

150x104平方糠と主主る.

Ni麗予がー卒方糠につ凌 1011>盤翻列せるものと緩まましてゼレン援の淳さをと推定すれば3えの

女将くたる.

0.2 
一一一X6.06X1O2事80 "，v.vv".v L52Xl021 

二" 150X104X1015
担 τ五支1021符 i

〆粉末の表盤機を色素吸着に設b調j定ずる方法は可主主歩の誤差をと機'1'脅しなくてはたらたい.放に

上記数櫨を誕の億搭:fflずる事は危機でるるーコザセレン告と援護しないニッケル斡宋の表面積~

Bruna:榔r，Emmetも及び Tell絞り方法に従ひ壁議の抵設置に於げる v品工1 der W.鍛治
索、

によって求めた毅薬は 1g I'C就い-c 25X104cm盟でるった.との方法は議議吸着訣より精度

が議長かに良いと息はれるがとこ岱涯を用ふれば6原子勝額度のセレンが被覆されて居るととに主主

る.搬舗の雄主関しては更に軒鞍甫枇U 観察を行ったがその結果rc#Atl-I:t=-;，ケ

ルに依るi弓祈繍の強度の約五分のー盟批セレン化ニ yケルのそれが脊レ〈ゐる考察走塁襲識され

電子の繍媒に封ずる貫徹カよ D撒擦ずれば凡そ 30Aのセレン北ニヅケル援護が主主され℃ゐる

なみとの結果はセレン北:''9ケIviJ1'6農謹度rc被覆され℃居るとする先の震駿畿と甚だ

長いー設をと示ナ ¥ 

5.結果の帯妻美

液相護持り有無，瀧E乙液畿量及び耐久試験に於ける議泡の大いさ等の部分7K議添加禁容に及I'f'

したる影響訟考察ずればとのl支障の速運律速段階が水識の液謹ゃに於ける鰻諜菌への撞散にるF

と考へ;得る.1詳位時間 dtに擦散屠 dxを通って蓮ばれる物質の議室 dmは周知の知く失式でsQ

へられる.

D~ι島 dt
d芯

綴
線
開
問

担し D:主義散係数.dc:繍散涯の授;:;<1ギに於け

る議変差

s 物質の通過Tる離商機

よトアセチレンとえk索が問主意皮で鵠露童謡i亡議ぼれると

すれば重合反擦と水議添加反擦の活般化ニ己ネルギーが 告審 8 襲警

(1) Bruちau併， Emm日tt&つE正波紋;J.A.O.S. 59(1思37)2682 

(2) IlJJ:I:釆磁器受 / 
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アセチレンの援機滋7t1立f爽るエチレンのg-淡

f塁手

大義主主い県Dアセチレンど水叢とは路々同じ割合を以つ℃ニaチレンをと作るため泊費される饗であ

sるが若しアセヂレγの摸敬語草壁のみ71<棄に比して著しく速かであればアセチレンは専ら蜜合rcf常

費され部分7K議添加率は減少する餐守護うる.

智久試験を行つ?と反底種皮 130
0
0 ではアセチレンの喜美化水霊祭rc撃まずる静解度は7K棄のに比し

説話うて大きし縫って譲散震の濃度勾酪は大きいから噴出口の酸損した場合rc認められた部分水

議室容の低下或は叉グラスフィルグ{二本を並列に用ひたる場合に於ける上昇等の資職事費は水棄

の議散が律迷的であるとして瀦足的に設明される.

然るにアセチレンの波鰭操化水素への溶解皮は灘皮上昇と共に減少し水素のは逆.に:増大する事
〆 (3)

が知られて居みベンゼンに艶1"る璃ガスの滞解度よ多 18000 に於げるそれ5と外挿によって求

むればアセチレンは水素に帯して約8傍の溶解度&有してゐる.議散係激については水鶏の方が

鵜々大きい惑が期待されるからとの調度に於ける踊ガス擦散速度は路等しくな控部分水議議知事

の良妻子な反蕗調度域の凡そこの野近にある事が擢定される.

資験結某第1華美〈共のお〉に示された程度数泉の測定ft邸玄謹皮の高い寵品チレン牧選手がよくこ

り乙とを謀議する，又アセチレン及び71<諜は液鑓炭化水素の種類に依葬可なり君事解援を認にし芳

香設 .1: þ はナフテン挨，ナフテン族よタはパラフィン挨のものが大で~.þ ， 又パラフィシ設では

茨葉原子数のIJ、たるもの韓大であるから分散隷として採用されるべき茨化水素の選揮基準が興へ

られる諜で費草食舘茶の示ず如く液鰭パラフィンがテトラ ζ ド世ナフグヲンに比し良好な，牧芸与を興

も如上に述べたとさ長く問醸の玉援によ長よく誘拐される.

セレンは可tJ:.担金麗約'隠質をと有し Ni遊離で移動し諜予の露出溜を可及的にふさぐ事が誰察さ

れるが資捺議元ニッケlt.:a:鵠蝶とずればよ乙グンが可な量生成しとの被覆鵠践に依る上記譲縄作用

と本質的11:異つ℃罵ft我々の主張する7K室長が被護金襲檎銭面で常離水素分子の紙態となってアセ

手 チレYに議会葬されるとする考へを支持す<5.

ふ饗 約

セレンを被覆したよ=-."ケル鱒嬢によっ℃アゼチレンの部分水素添加を液担中で驚擁すれば鰻擁

の調度分布が均ーとな担銀相反躍に於げるよ D高牧喜容を興へ得るとの議論の下rc資騒討すった結

果は強襲の成果を芝公し，アセチレン及び水素の同容混合ガスをと議じた接合生成ガス中の品ヂレユ/

ば70J'J室 80%rc議し?と液格、反躍に於げる速E主体逮段構は水素分子の燭謀部への議散にある

ことが示され反嬢ヲゲスの液招待Irc於げる濃度をと;最大怒らしむる反嬢保f村吉広ヂレγ牧差与を大江ら

しむる必嘩主主僚件であるとと喜と認、あた.

簡鍵の樹久般に就いては15a商議額約に約 400 立の反繕えfスを謹じたる試験中未反感のア~，
~ω句』司恥ザ何一一-叩同『一一…ゐ

(8) 滋内:お.Pap.I. P， O. R. 17 (1931) 181 
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司、、

脅毒 線

チレン及びおよ~;:/等の生成が議私て少〈部分7k濃総力日卒が憧定であるといふ保鐙が奥へられる。

本野究に謀者し御指導を溺τコた綴内襲撃長草委主授に鋭意量た岩誌でr.又愛媛のー燃は事術援奨舎に終った.i 

でλ

予し

‘' 

ー，

/ 
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